
肱り|1水系から得 られたワカサギ

1997年 と 1998年に,肱 川水系の鹿野川ダム湖でワカ

サギЛ
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た 本種は 1960年 に鹿野川ダムが建設されて以来,長

野県諏訪湖より移植が試みられ,同 年には成魚が採集さ

れているが (伊藤 ・桑田,1962),そ の後 35年 以上明ら

かな採集記録はなく,近 年では移植放流もおこなわれて

いない 今回の記録は,鹿 野川ダム湖で現在もワカサギ

が再生産している貴重な情報であり,得 られた標本をも

とにここに報告する

材料 と方法

得られた個体は,い ずれもダム湖に浮かべたイカダ上

で夜間投光器を照射し,集 まつてきたアユ仔稚魚をタモ

網で採集していた際に混獲されたものである.採 集個体

は直ちに 10%ホ ルムアルデヒド溶液で固定し,徳 島県

立博物館魚類標本 (TKPM‐P)と して登録,保 管 した

標本の各計数 。計測値の測定方法,学 名および分類体系

は中坊編 (1993)に したがい,脊 椎骨数の計数は軟X線

撮影によった 標本に対する記述は,標 本番号,標 準体

長 (SL),採 集年月日,採 集場所および括弧内に環境庁

標準メッシュコード (環境庁,1997)の 順である

記 載
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TKPM― P5499, 108 2mmSL,Mar 18, 1997 : 5500, 128.9mmSL,
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背鰭 10軟条,胸 鰭 12軟条,腹 鰭 8軟 条,臀 鰭 16-17軟

条,脊椎骨数 54～ 55,縦列鱗数 57‐59.頭長は体長の024

倍 ,眼 径は頭長の 022-023倍 ,脂 鰭基底長は眼径の

047-050倍,吻 長は両眼間隔の 114-128倍

得られた個体のうち 1尾 (TKPM‐P5500)は 脊椎骨数

が 54と 少ないが,こ こでは変異として扱った.近 縁の
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Ls)と は,吻 長

が両眼間隔より長いこと,脂 鰭基底長が眼径より短いこ

とで区別できる (中坊編,1993)国 内における自然分

布域は島根県,東 京都以北であるが,食 用有用種として

各地に移植され,現 在は日本全国に分布する (川那部 ・

水野,1995).四 国島では,愛 媛県以外にもすべての県

で分布が確認されている (落合ほか,1984;徳 島淡水魚

研究会,1987;須 永ほか,1989)通 常は河川に遡上 し

て産卵し,ふ 化後生育期の大半ないし一部を海で過ごす

が,ダ ム湖のような人造湖では,冬 から春に湖岸や流入

河川の川岸で産卵し,湖 内で生育する.動 物プランクト

ンをおもに食し, 1年 で成熟する (濱田,1980;川 那部

・水野,1995)

論 議

愛媛県においては,鹿 野川ダム湖のほかに,仁 淀川水

系の上流に位置する面河ダム湖で 1966年にワカサギの

採集記録がある (伊藤ほか,1973).面河ダム湖では,1966
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年か ら 1968年までの間,ワ カサギ卵の放流がおこなわ

れ,そ の後は放流 をお こなつていない (伊藤 ,1970)

その後 1970年代にはいると資源は増大 したが,1977年

頃か ら急激 に減少 し, これにはオオクチバス M″ οゅ お

sαttοJグοsの 増加が関わつていると考 えられている 近

年は,体系的な調査がおこなわれていないこともあつて,

資源の状態は不明である 県内のこれ以外のダム湖への

移植記録については,今 回は情報が得 られなかつた

肱川水系には,鹿 野川 ダムより上流 に,1982年 に完

成 した野村ダムがあ り,湖 内にはニゴロブナ Carのs加
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ど漁業資源 として移植 された と考えられ る魚種が生息 し

ているが (建設省河川局開発課,1995),ワ カサギの採

集記録はない.肱 川上流漁業協同組合か らの間き取 りに

よつても,こ のダム湖にはワカサギを移植 していないと

い う また,鹿 野川 ダム湖においても,少 なくとも野村

ダムが完成 した年以降はワカサギの移植 をおこなつてお

らず,お そ らくそれ より以前か ら移植は中止 していると

のことであつた。今回の採集記録以前には,1996年 に

本種に似た個体が同湖岸で投網に 1尾 かかつたことがあ

るとい う情報が得 られたのみで,き わめてまれな採集記

録であつたといえる ワカサギは,オ オクチバスのよう

に個人が漁業協同組合を介 さず放流するような魚種では

ないため,今 回採集 された個体は,移 植放流が打ち切 ら

れた後もダム湖内で再生産を続けてきた個体群の生き残

りと考えられる もちろん,流 入河川には琵琶湖産アユ

種首が放流 されているため, これに混入 して無意図的に

移入 されたことも考えられる。 しか し,実 際に当該水域

に放流 されているアユは,上 流の野村ダム湖 とその流入

河川で 自然繁殖 したもの と,人 工生産アユが大部分であ

り,琵 琶湖産種苗はアユの少ない年に必要に応 じて導入

しているとのことであつた したがつて,た とえ琵琶湖

産アユ種苗にフカサギが混入 していた としても,そ れが

今回のような調査で捕獲 され る確率は低い と思われる

鹿野川ダム湖ができてか らしば らくは,毎 年長野県諏

訪湖 よリワカサギの卵を導入するとともに,湖 内での自

然産卵および増殖が期待 されていたようであるが (伊藤

・桑 田,1962),資 源 として利用できるほ どの増殖は見

られなかつたようである もつとも,こ れ を積極的に漁

獲,利 用 しようとす る試みもあま りおこなわれなかつた

ようであ り,結 果的に移植放流は短年で終わつたのであ

ろう 現在本種を漁獲する漁が全 くおこなわれていない

ため,資 源の実態については明 らかでないが,間 き取 り

の範囲では少なくとも現在は細々と生き続けている程度

ではないか と思われ る ワカサギは水質汚染に強い魚種

であり,汚 染の進行した諏訪湖でも増加を続けていると

いう (濱田,1980)そ れ故,鹿 野川ダム湖内の汚染の

進行によつて,本 種の増殖が抑えられているとは考えに

くい 谷日 (1991)は高知県内のダム湖に移入されたワ

カサギが自然繁殖をおこなつていないとし,そ の要因と

して夏場の高水温により障害を受けている可能性をあげ

ている 鹿野川ダム湖の場合にこの要因が当てはまるか

どうかは不明であるが,面 河ダム湖と同様に,近 年増加

しているオオクチバスによる強い食害を受けていること

は考えられる また,愛 媛県の他の水域では定着が確認

され ていない魚食性 のハ ス のsα′jたんい ″′
`j″

ω″お
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わs″おが,鹿 野川ダム湖の流入部を中心として定着

しており,同 様にワカサギに対する強い捕食圧となつて

いる可能性がある

かつては四国全県で移植がおこなわれ,資 源の増加が

見られたワカサギであるが,現 在は盛んに移植放流がお

こなわれている様子はなく,ま た,再 生産により資源が

良好に維持されているという情報もない もつとも, ワ

カサギの主要な移植地はダム湖であるが,通 常,ダ ムが

建設される前には魚類相を含む影響調査がなされても,

建設後に事後調査がおこなわれる例はほとんどないた

め,ダ ム湖が形成されてから移植されるワカサギが調査

により捕獲される機会は,他 の魚種に比べてきわめて少

ないといえる 近年のダム湖を対象とした体系的な調査

の中では,高 知県の早明浦ダム湖でわずかに採集記録が

あるのみである (建設省河川局開発課,1994, 1995)

実際には,四 国内の他のダム湖においても今回の鹿野川

ダム湖のように,一 過性の移植放流の後もいくらか自然

繁殖 して資源を維持 している例はあるとおもわれるた

め,引 き続き調査が必要であろう.
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